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1.住民生活を考慮した集約型コンパクトシティ 

(1)市街地集約化でも考慮すべき住民生活 

拡散した都市構造を持つ多くの地方小都市では、

人口減少、財政悪化、社会基盤の老朽化により、

居住環境の悪化、公共サービス水準の低下、社会

基盤維持補修による財政負担の増加が深刻化して

いる。財政負担を低減し公共サービスの質を維持

しながら、安心して生活できる環境を維持してい

くためには、都市の拡大を抑制するだけでなく、

人口規模に合った集約型のコンパクトシティを形

成していく必要がある。 

しかし、単に物理的な都市構造として集約型コ

ンパクトシティを捉えるのではなく、住民の住替

意向や生活の質（以下、ＱＯＬ）を考慮し、生活

実態や生活意向に即した将来像を描かなければ、

都市像は共有されず、実現されない。したがって、

人口は減少しながらも、ある程度の住民のＱＯＬ

を担保しながら、集約型のコンパクトシティを計

画する必要がある。 

本論では、住民の生活意向の把握から、生活意

向に基づいた集約型の将来都市像の類型パターン

を明らかにし、住民が選択しうる、将来都市像お

よび地区像を示すための計画プロセスを示す。そ

の一環として、筆者が夕張市の将来都市構想とも

いえる、夕張市都市計画マスタープラン1の策定を

                                                      
1 筆者が支援した、夕張市都市計画マスタープランは、

都市計画の範疇にとどまらず、同市の将来都市構想とも

なるため、市では「夕張市まちづくりマスタープラン」

と改称しており、2012年に策定している。 

支援した経緯から、集約型コンパクトシティを見

据えた、同マスタープランについても解説する。 

(2)北海道夕張市への計画支援 

かつて旧産炭地として栄えた北海道夕張市は、

炭鉱の鉱口に合わせて分散的に市街地が形成され

てきたが、現在では人口が最盛期の1/10にまで激

減した。加えて、人口規模に対して過大な公共施

設整備への投資を行ったため、夕張市の財政は破

綻し、2007年に財政再建団体（2010年より財政再

生団体）に指定された。 

かつての人口規模を前提とした都市形態と、現

在の居住形態との違いから、社会基盤維持負担の

増大やコミュニティの崩壊等の問題が深刻化し、

地域の生活を維持していくために、都市を集約型

コンパクトシティへと再編することが求められる。 

一方、地区への強い愛着を持つ住民が多く、現

在の居住地区に住み続けたいと考える住民の意向

や、多様化したライフスタイルや住民のＱＯＬを

担保するものでなければ、集約型コンパクトシテ

ィは共有されない。筆者らは夕張市を支援し、人

口が激減するなかで求められる、集約型コンパク

トシティへの計画を策定した。 

 

2.夕張市街地の概況と課題 

(1)著しい人口減少 

夕張市の人口は、ピーク時の 1960 年（昭和 35

年）当時の107,972人から、2010年（平成22年）

には10,922人へと大きく減少しており、1万人を

特集 コンパクトシティの現在 
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下回るのも間近である。人口の減少傾向は今後と

も続くものとみられ、人口問題研究所による推計

では、2030年には5,613人とおよそ半減し、さら

に2040年には3,883人へと、現在の人口のおおむ

ね1/3にまで急激に減少すると予想されている。 

しかし、現在の夕張市の市街地の基本は、かつ

ての人口規模の形態のままである。かつては存在

していた人口集中地区は、現在は無く、低密度な

市街地となっている。 

人口の減少がさらに進むことによって、まちづ

くりで様々なひずみが生じる。このため、人口の

大幅な減少に見合うように、道路や公共施設など

社会資本ストックとその維持管理、さらには医

療・福祉など行政サービスの提供のあり方などを、

抜本的に見直すことが喫緊の課題である。 

(2)高齢化、少子化の進行 

人口の大幅な減少に伴って、夕張市の人口構造

も大きく変化する。65 歳以上の高齢者は 2010 年

時点でも 43.8％と高いが、2030 年には 53.2％、

2040年には56.1％となり、人口の半数以上が高齢

者が占めることになる。なかでも75歳以上の後期

高齢者の占める割合は、2030年には38.1％となり、

超高齢化した自治体となることが予測されている。 

一方、15歳未満の人口は、2010年現在でも719

人(6.6％)と極めて少なく、今後さらに減少するこ

とが見込まれている。このため、小学校や中学校

の統廃合がすでに行われている。また、15歳以上

65 歳未満の生産年齢人口は、2010 年時点では

49.6％と半数を占めているが、2015年以降には高

齢者人口を下回ることが予想され、2030 年には

42.3％、2040年には39.5％と大幅に減少すること

が予測されている。誘致する企業での従業員や農

業生産の担い手不足など、地域経済の維持に大き

な課題が生じる。 

さらに、人口の半数が高齢者になり、人口構成

の最も多い層になると、これら高齢者層の居住の

安定化を図ることが必要になる。車を運転できな

くなった高齢者が、医療や買物などの利便性に優

れた町へと住替えるケースが増え

ており、自動車に過度に依存せず

に安心して安全に暮らし続けられ

る、住宅と住環境を整える必要が

ある。 

（3）公営住宅の立地状況 

夕張市では、各地区に公営住宅

等が分散立地しており、合計管理

戸数は4,255戸である（図－1）。 

表－1 地区別の公営住宅空家率 

地区 空家率(％) 

本庁 17.6 

若菜 14.5 

清水沢 42.5 

清栄・清陵 37.7 

南部 20.8 

沼ノ沢 6.4 

真谷地 50.4 

紅葉山 21.5 

図－1 夕張市の市営住宅の地区別の立地状況 
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全体の約3割が空き家となり、地区別では真谷地

地で50.4％、清水沢地区では42.5％と、空き家率

が高くなっている（表－1）。 

夕張市では公営住宅比率が高いため、公営住宅

の移転集約により、市街地の集約化を図り、集約

型コンパクトシティの形成も可能である。 

(4)用途地域の指定状況 

夕張市では都市計画区域 9,363ha のうち、用途

地域の指定区域は1,274haある。12種類ある用途

地域のうち、夕張市では9種類を用い、地域の状

況に応じて指定している。大きく住居系、商業系、

工業系で分けてみると、夕張市の用途地域の指定

状況は、それぞれ61％、8％、31％の比率となる。 

（5）社会資本ストックの維持管理 

公営住宅や道路など社会資本ストックの維持管

理や修繕に要する費用は、人口減少が進む夕張市

の大きな負担である。 今後、さらに人口の減少と

高齢化が進むと、社会資本ストックの維持管理コ

ストを縮減し、効率的な地域経営を図ることが不

可欠になる。2011年に国土交通政策研究所が行っ

た調査によると、公的住宅、道路、橋梁、上水道、

下水道、公共施設、道路除雪・凍結防止に関する 

維持管理費および修繕費等は、2039年には市民

1人あたりのコストが現状（2005～2007年の平均）

の2.72倍になると予想されている。 

 

3.住民の生活意向と将来都市像の把握 

(1)夕張市で重視すべきＱＯＬ  

既往の調査研究や市内の広報紙を用いて夕張市

の生活環境の実態を整理した。そこで、夕張市で

重視すべきＱＯＬの 8 つの項目、「医療」「教育」

「利便性」「コミュニティ」「住宅環境」「余暇」「経

済」「地域性」を抽出した。この8つの項目をもと

に、さらに夕張市の生活環境を整理し、生活意向

を構成する項目を抽出した。 

(2)調査対象の選定  

夕張市の地域形成の特徴から、夕張市が産炭地

であった時代を生きているかどうか、どの地区に

居住しているかによって、地区への愛着や生活意

向に大きな差が見られる。そこで、生活の実態と

生活意向を細かく把握するために、ＱＯＬの8つ

の項目にもとづき、各地区高齢者、勤労者を調査

の対象として選定し、合計80名にアンケート・ヒ

アリング調査を実施した。各地区の高齢者は、個

人の生活の実態とともに地区の生活の実態を把握

するために、町内会組織の関係者とした。 

表－2 分散する市街地と市営住宅の状況 

本庁地区 
市役所などがある行政の中心地区で、多くの市営住宅戸数を管理する。市営住宅(公営)、市営住宅(改

良)、市営住宅(賃貸)ともに多くの戸数を管理している。 

若菜地区 本庁地区に連担する、比較的人口が集積する地区。市営住宅(公営)が 386戸と集積している。 

清水沢地区 

夕張市のなかでも人口が集積し、中心市街地の地区である。地区内の持ち家は他地区よりも新しい。

多くの市営住宅(公営)(684 戸)が集積しており、それらには簡易耐火造の住宅が多く、老朽化した住

宅が集積する。（写真－2）清水沢地区は夕張市の将来の都市拠点と位置付けられていることから、平

成24年には新築の市営住宅の「歩（あゆみ）団地」が建設され、他の団地からの集約化が始まってい

る。（写真－4） 

清栄・清陵 

地区 

夕張市のなかでも市営住宅が1710戸と、最も集積する地区である。かつての旧炭鉱住宅が多く残って

いる地区で、それらを建て替えた市営住宅(改良)(799 戸)や、旧炭鉱住宅を移管した市営住宅(賃

貸)(863戸)が多い。（写真－1） 

南部地区 

 

市内でも人口減少が著しい地区である。これは、南部地区の先にある鹿島地区が、ダム建設により消

滅したことにもよる。地区内には多くの空き家が目立ち、市営住宅にも空き家が多い。しかし、市営

住宅は市内では比較的新しく、昭和50年代に建設されている。にもかかわらず、立地の問題から人口

減少が急激に進んでいる。（写真－3） 

真谷地地区 
小規模な地区で多くの市営住宅(改良)が立地する。地区内には小規模な商店が1点あるのみで、買物

などの日常生活が非常に不便な地区である。 

沼ノ沢地区 

紅葉山地区 

小規模な市街地ではあるが、夕張メロン農家や工業団地があるなど、夕張市のなかでは比較的生産拠

点のある地区である。小規模な市営住宅が立地する。 
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(3)住民の生活実態と生活意向  

アンケートの内容は、生活意向を構成するＱＯ

Ｌの8つの項目について、各項目で重要度と満足

度の2つの指標を用いて評価を行った。さらに、

各対象者につき1～2時間程度、生活の実態と生活

意向についてヒアリング調査を行い、アンケート

では把握しきれない、詳しい生活の実態と生活意

向を把握した。 

アンケート項目の生活意向に重要度の重みを付

けた生活意向に加え、ヒアリング調査によって明

かになった、特に重点をおいた生活意向と、追加

すべき新たな生活意向を把握し、各住民が重要視

する生活意向を把握した。 

（4）住民の生活意向から将来都市像の把握 

住民の生活意向を担保するために、各個人の生

活意向と各地区の状況から、「社会的」「物的」「生

活」を視点に、実現する生活像と将来都市像を導

く。ここで言う将来都市像とは、各地区のあり方

（地区拠点のあり方、地区に置かれる機能）と、

各地区をつなぐ都市軸のあり方として捉える。導

く際には、各住民の属性としての基礎情報、生活

意向、都市像についてまとめた。 

本稿では、ヒアリング結果を詳細に記述できな

いため、ヒアリング調査から導き出された、住民

が考える将来将来都市像について、次章に示す。 

 

4.夕張市民の生活意向に基づいた将来都市像 

(1)将来都市像の類型化の視点と方法 

前章で示した夕張市民の個々の都市像を、生活

意向を支える将来都市像の観点から分類した。集

約後に住民の生活意向を担保できる「生活像」を

決定する要素として、本論では将来都市像の中で

も、「拠点地区」「地区や拠点をつなぐ交通」を将

来都市像として捉えている。また、分類された都

市像で担保されるＱＯＬを、8つの項目に基づき、

実現する生活像について整理した（図2）。 

(2)将来都市像の類型化（図2） 

夕張市民の個々の将来都市像を分類すると、5

つの都市像に類型化された。 

 

1)「都市機能集積＋住替促進型」 

清水沢地区に市街地を集約し、医療・買い物な

どの機能を集中することで利便性を高め、清水沢

地区への住替えを促進する。 

将来都市像の構成としては、まずは清水沢地区

を夕張市の中心とすることに特徴がある。清水沢

地区に様々な機能を集約させるため、ＪＲ夕張線

沿線の各地区は手をつけず現状のまま、中心軸か

ら離れた2地区も現状のままとし、清水沢地区へ

の移転集約を促す。さらに、地区間のネットワー

クも現状のままとする。清水沢地区に一極集中的

に拠点を形成し、他地区からの住替えを進める将

来都市像である。 

2)「都市機能集積＋交通整備型」 

清水沢地区に機能を集中させる一方、各地区内

で集約化を図る。各地区での生活は暫定的に継続

するため、清水沢地区と各地区間の公共交通を充

実させ、住民のＱＯＬを確保する。 

将来都市像の構成は、これも清水沢地区を夕張

市の中心とする。ただ、ＪＲ夕張線沿線の各地区

は地区内で集約化し、離れた2地区も地区内で集

約化する。各地区を集約化しながら存続させる。

様々な機能は、夕張市の中心となる清水沢地区に

集約させるので、清水沢地区と他の各地区をつな

ぐ、地区間のネットワークを強化する。清水沢地

区に一極集中的に拠点を形成するが、同時に他の

各地区も地区内で集約しながら存続させる将来都

市像である。各地区での生活を補完するために、

清水沢地区とネットワークでつなぐ必要がある。 

3)「広域連携型」 

清水沢地区と広域交通の便が良い若菜地区、紅

葉山地区に市街地を集約する。市外の医療機能等

との連携や、3 地区間と市外の交通網の充実によ

り、市外の拠点や施設に行きやすくし、住民のＱ

ＯＬを確保する。 

将来都市像の構成は、夕張市の中心拠点を持た

ない考え方で、清水沢地区は市内の主要な核とし、

ＪＲ夕張線沿線の各地区も同様に市内の主要な核

とする。離れた2地区は、ＪＲ夕張線沿線の地区

に、地区外に移転する。夕張市街の拠点に依存す
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る形になるので、地区間および市外とのネットワ

ークを強化する。中心的な拠点を市内に持たない

考え方は、現在の住民の日常的な生活スタイルか

ら出てきた将来都市像で興味深く、行政の計画で

はなかなか出てこない発想である。 

4)「地区間相互依存型」 

市街地をＪＲ線上に集約し、各地区間の公共交

通を充実させ、機能を相互補完する。 

将来都市像の構成としては、清水沢地区は市内

の主要な核とし、ＪＲ夕張線沿線の各地区も同様

に市内の主要な核とする。様々な機能をＪＲ夕張

線沿線の各地区で分担する。それらＪＲ夕張線沿

線地区を相互につなぐ必要があり、地区間のネッ

トワークを強化する。ＪＲ夕張線沿線から離れた

2地区からは、ＪＲ夕張線沿線の地区に移転する。

ＪＲ夕張線沿線上で機能分担し、沿線上に将来都

市像を集約化させる考え方である。 

5)「地区内自立型」 

各地区を存続するために、地区単位で集約化す

る。維持できない医療、買い物、除雪等のサービ

スは、何らかの方法で補完する必要がある。 

将来都市像の構成としては、清水沢地区での拠

点形成は考えず、現状のままとする。市内の各地

区はそれぞれ地区内で集約化をする。各都市機能

が分散する将来都市像となるため、地区間のネッ

トワークは強化しなければならない。現状の将来

都市像の延長線上にあり、将来の人口規模に見合

うよう、各地区で地区内の集約化を進める将来都

市像である。 

筆者らが導き出した、5 つの将来都市像をベー

スとして、夕張市都市計画マスタープランにおい

て、策定委員会委員および夕張市とともに、次章

で示す将来都市構造2を導き出した。 

 

5.凝縮型コンパクトシティへ向けた夕張市 

 都市計画マスタープラン 

                                                      
2  本稿では、住民へのヒアリングから導き出された将

来像は「将来都市像」、都市計画マスタープランで策定

した将来像は都市構造が主眼となるため、「将来都市構

造」と、区別している。 

将来人口の大幅な減少に直面する夕張市では、

都市計画マスタープラン（別称、夕張市まちづく

りマスタープラン）を2012年度に策定した。現在

の夕張市の総合計画は、財政が破綻する以前に策

定されたもので、破綻後のまちづくりの指針は存

在しなかった。そこで、破綻後に策定された財政

再建計画および、その後の財政再建計画に基づき

ながらも、夕張市の将来像を示す計画は、夕張市

都市計画マスタープランのみであり、これからの

まちづくりの指針となっている。 

都市計画マスタープランでは、夕張市のまちづ

くりの目標である「安心して幸せに暮らすコンパ

クトシティゆうばり」の実現のために、2 骨格軸

（都市骨格軸・広域連携軸）、1都市拠点（清水沢

地区）、4地域内再編地区（本庁・若菜地区、南部

地区、沼ノ沢地区、紅葉山地区）による、将来都

市構造の形成を目指す（図－3）。 

(1)都市骨格軸 

1)都市骨格軸（国道 274・452号、道道38号、JR

石勝線（夕張支線）） 

ＪＲ夕張線に加え、国道・道道、下水道、市営

住宅、官公庁、その他の公共公益施設などの、既

存ストックが集積している南北軸を「都市骨格軸」

として位置づけ、夕張の生産や生活を支える都市

骨格とする。この都市骨格を軸に、市内での買い

物や通院・通学などの日常生活や、農工業などの

生産活動や観光の展開を図り、南北に長く分散す

る夕張市の都市軸として、今後の都市の形成を進

める。将来的には都市骨格軸にさまざまな都市機

能を集約する。 

2)広域連携軸 

札幌市や隣接する栗山町、千歳市、苫小牧市、

芦別・富良野方面、岩見沢方面、帯広方面などの、

周辺市町村と接続する一帯を「広域連携軸」とし

て位置づけ、安心できる生活や活力ある産業・観

光を支える、交流・連携軸を形成する。都市をコ

ンパクトにしながらも、生活や生産活動は夕張市

内で完結することは無く、むしろ隣接する市町と

の連携を確保する交通体系やネットワークが重要

である。 
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①栗山・札幌方面、岩見沢方面（道道3・38号） 

市内では充足できない買回り品などの買い物や、

高度専門医療といった生活サービスなどの広域

生活連携と、観光・スポーツ交流を支える広域

観光連携の、広域連携軸を形成する。 

②芦別・富良野・旭川方面、帯広方面（国道274・

452号、道東自動車道、ＪＲ石勝線） 

夕張岳やシューパロ湖などの自然資源を活かし

た観光やレクリエーション、及び道東の産業や

観光との連携を支える広域連携軸（広域観光・

産業連携）を形成する。 

③千歳・札幌・苫小牧方面（国道274号、道東自

動車道、JR石勝線） 

市内で充足できない買い物や高度専門医療とい

った生活サービスなどの広域生活連携とともに、

新千歳空港や苫小牧港、周辺市町村への交通利

便性を活かした産業や観光を支える広域産業・

観光連携の、広域連携軸を形成する。 

(2)都市拠点および地区再編 

1)都市拠点（清水沢地区） 

清水沢地区は夕張市の中心に位置することから、

これまでの居住・商業・工業機能に加え、交流拠

点機能や産業集積機能、生活利便機能などを強化

し、公営住宅の更新を進め、民間賃貸住宅の立地

を促進して居住機能を強化する。清水沢地区は都

市機能集積地区として、夕張市の新たな都市拠点

として形成する。同時に、夕張市で子どもを育て

ることができる育児教育や、子どもと高齢者の多

世代交流や同世代交流、地区内で暮らし働くこと

ができる生活などが可能となる環境づくりを行う。 

2)地区内再編地区（本庁・若菜地区、南部地区、

沼ノ沢地区、紅葉山地区） 

生活利便性が高い都市拠点となる清水沢地区へ

の住替えを誘導しながらも、それぞれの地区で安

心して住み続けることができるよう、地区内で市

街地の集約化を進め、地区内再編を行う。各地区

の共助による地域福祉や地域交流のコミュニティ

拠点形成をはじめとして、地域特性に基づく地域

活力の創出、自然環境の保全と創出といった地区

再編を行う。 

①本庁・若菜地区 

これまでの行政機能に加え、夕張の歴史・文化

を活かした観光・スポーツ交流の拠点となる地

区づくりを進めるとともに、市営住宅再編によ

る地区内の市街地集約化を進め、持続可能な居

住地区を形成する。 

②南部地区 

これまでの土地利用の転換を図り、芦別・富良

野・旭川方面との全道的な広域観光連携などを

見据えた地区形成を推進する。新千歳空港と富

良野市や旭川市を結ぶ交通網の拠点に位置する

ことや、シューパロダムの建設によりレクリエ

ーション施設の整備が進むことから、新たな観

光交流事業が創出されることが期待される。さ

らに、地域の優良な自然環境を保全・活用する

ことで、保全型の環境共生地区を形成する。 

③沼ノ沢地区 

夕張メロンに代表される農業や、工業団地への

企業誘致が順調なことから、夕張市の中心的な

生産拠点として、地域活力を生み出す地区づく

りを目指す。 

④真谷地地区 

都市骨格軸から外れており、炭鉱の廃業以降は

地区の人口が激減し、新たな入居世帯は少なく、

住民の高齢化が著しい地区である。旧改良住宅

の居住世帯は疎らで、行政の維持管理費が居住

人口に比べて過大となっている。住民が安心し

て住み続けられる生活環境を創出するためには、

地区の維持管理費を削減することが求められる。

中期的には地区内で市街地の集約化を図り、長

期的には都市骨格軸の市街地への移転集約化を

進める。 

⑤紅葉山地区 

紅葉山地区は、ＪＲ石勝線や道東自動車道、国

道 274 号線などの北海道の重要な交通ネットワ

ークに結節し、広域交通の主要な位置を占めて

おり、紅葉山地区の将来的な可能性は大きい。

地の利を活かし、利便性の高い夕張市の玄関口

として、観光・商業、農業・工業、居住機能を

維持した地区づくりを目指す。 
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(3)交通ネットワーク 

都市骨格軸、都市拠点、地区内再編による将来

都市像の実現のためには、市内の移動や周辺市町

村との広域連携を支える、交通体系の充実が重要

となる。そのために、ＤＭＶ（デュアル・モード・

ビークル）の導入も含めた、公共交通（ＪＲ、バ

ス）と、医療機関の各種送迎や、商業事業者など

による博排サービスを連携し、人の移動と物流を

合わせた、利便性と柔軟性を確保する効率的な交

通ネットワークの形成が求められる。夕張市では、

ＪＲ夕張線でのＤＭＶの導入、公共交通と移送サ

ービスや宅配サービスの連携などを視野に、公共

交通事業者、関係機関、市、市民及び団体、学識

経験者などの関係者で構成される協議会を立ち上

げ、具体的な検討を進めている。 

(4)将来都市構造の再編プロセス 

将来都市構造を実現するには、暮らしやすい社

会を形成するための交通ネットワークや地域コミ

ュニティ形成のための移転集住の仕組みづくり、

多自然型地域づくりや、まちのコンパクト化によ

る適切な市街地形態への再編、都市基盤施設に係

る維持管理費用の縮減などが求められる。都市構

造の転換といった長期を展望しつつも、当面は地

区ごとに市街地の集約化により、まちのコンパク

ト化を図りながら、各地区の特性を生かしたまち

づくりの継続により、安心して住むことができる

環境づくりが求められ、個々の地区が分散する現

状の地区構成からコンパクトシティへと段階的に

形成していく必要がある。 

1)中期的（10年以内）に進める市街地の集約化 

将来の都市構造の再編にあたっては、住民の理

解と合意が前提となる。それぞれの住民が地区に

住み続けられる環境を整備することが必要である。

今後10年間の中期的には、現住の住民が住み続け

られるように、地区ごとに市営住宅の再編や集約

化により市街地の集約化を進め、高齢者も安心し

て住み続けられる環境づくりを進める。 

小中学校がそれぞれ清水沢地区の1校に統廃合

されたことにより、各地区を結ぶ通学路線、生活

路線が重要となっている。地区間をネットワーク

する、ＪＲ夕張線、道道38号線・国道452号線は、

児童・生徒の通学や福祉、医療、買物などの、さ

まざまな生活・移送サービスのために重要である。

ＪＲ夕張線や路線バス、移送サービス、宅配サー

ビスの、交通体系の効率的な再編が求められる。 

2)長期的（20年間）に進める凝縮型コンパクトシ

ティ 

夕張市の各地区の特徴や人口分布、都市基盤施

設の維持管理費用の縮減などを考慮すると、長期

的には都市骨格軸を中心とした、凝縮型コンパク

トシティへと再編しなければならない。国道や道

道に加え、ＪＲ夕張線、下水道、市営住宅、官公

庁、その他公共公益施設等の既存ストックが集積

する、夕張市の都市骨格軸である南北軸に市街地

を集約化し、持続可能な地域社会への再編が必要

である。 

その際、南北軸の都市骨格軸上に位置していな

い南部地区と真谷地地区は、都市骨格軸上の市街

地へと移転集約化を図る必要がある。一方、従来

のような居住市街地ではなく、地区の特性である

良好な自然資源を生かした環境教育やアウトドア

ライフの場として、自然環境共生型の新たなライ

フスタイルを実現する地区として、新たな活用の

可能性を検討する必要がある。 
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図－2 筆者らが作成した夕張市まちづくりの再編パターン（5つの都市像は｢夕張市都市計画マスタープラン｣に反映）
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図－3 夕張市の将来都市構造図 （「夕張市都市計画マスタープラン」より） 
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 写真－4 清水沢地区に新築された歩団地

写真－3 人口減少が著しく市街地集約化の対象

となる真谷地地区の市営住宅団地 

写真－2 清水沢地区の老朽化した旧炭鉱住宅 

（現在は市営住宅として管理） 

写真－１ 市営住宅が集積する清栄・清陵地区

資料－1 日本経済新聞記事 （平成24年 6月 25日（月））


